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令和２年度 第２回築上町総合教育会議 会議録 

 

 

１ 日 時  令和２年１１月２６日（木）   午後３時００分開会 

 

２ 場 所  チアフルついき多目的ホール 

 

３ 出席者   

 （構成員） 築上町長       新川 久三 

       教育委員会 

        委員        折本 美佐子 

        委員        茅田 香 

教育長       久保 ひろみ 

 （構成員以外の出席者） 

        元島総務課長、野正学校教育課長、古市生涯学習課長 

        岡部学校教育係長、出口学校管理係長 

        宮内指導主事、小林指導主事 

  

（傍聴者）  ２名 

午後３時００分開会 

 

    ※読みやすくするため、発言の趣旨を損なわない範囲で、重複表現、言い 

       回しなどを整理しています。 

 

４ 会議内容 

 

 （１）開会 

○学校教育課長（野正 修司君）  みなさん、こんにちは。定刻になりましたので令和２年度第

２回築上町総合教育会議を開会します。なお、本日は中村委員と麥田委員が欠席となっておりま

す。 

 （２）町長あいさつ 

○町長（新川 久三君）  新型コロナ感染症ということで、本当に皆さんから心配をおかけしてい
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るところです。 

 学校という形の中で、集団的感染防止という形で学校が臨時休校に至って、それからまたいろ

んな行事も一応延期、それから規模縮小となっておるわけですが、おかげでもって学校関係には

全く感染者もなかったというようなことです。町内では４名の方が陽性という形になっておりま

すけど、皆さん全て軽症というようなことでなっているようでございます。 

 そういう形の中で今日は、第２回目の総合教育会議というようなことで、お集まりいただきあ

りがとうございます。 

 学校も、一応子供の数も段々少なくなってきてるというようなことで、これもどうかなるんか

なということで、本当はそういうのが一番いいんですけれど。少子化という非常に国全体がやっ

ぱり全て全国的にそういう状況になる。特に東京のほうも、東京真ん中、千代田区あたりがもう

本当に子供の過疎化というか、もう本当に子供たち少なくなってきているということで、今郊外

のほうが増えている。郊外がだんだん高齢化をしてきている。団塊の世代が東京に移り住んでい

る。それでもう一応高齢者社会になりつつあるんだろうと。日本全体がそういう形の中で、少し

変化をというか変えていくべきものは変えていったほうがいいんじゃなかろうかな、そのように

考えているところでございましてですね。 

 それから、先般、私が教育創生会議というものに参加をずっとさせていただいて、皆さんと御

協議しながらコミュニティスクール制度、これも教育委員会全体で取り組んでいただいて、全校

で対応していただいておるというようなことで、地域で子育てを一緒に、教育も一緒にやってい

こうというような取組の中でやっていただいております。 

 今回、先般参加をしましたけど、先般の分については、子供たちの目線で小学校クラブで点検

をやってもらったらどうだろうかというふうな一つ、そういう提案があったんです。これもいい

ことだなとして、子供たちで点検をやって、まとめをして町長のほうに出したんですね。全てが

出るかどうか分かりませんけれども、一応これを参加していこうというふうな教育創生会議の中

の議論の中で一応議論したとこでございますし、なかなかいいことだなというふうなことで、先

般教育長のほうには、どうだろうかねという相談をしているところでございます。今回もその議

題の中にぜひお願いしたいと考えるところでございます。 

 そういうことで、後は事務局からの報告等がございますので、あとよろしくお願いいたします。 

 （３）報告事項 

〇学校教育の取組について 

○学校教育課長（野正 修司君）  ありがとうございます。 

 続いて、３番の報告事項です。 

 １番目に学校教育の取組についてということで、私のほうから若干お話をさせていただきます。 
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 まず、学校教育課のほうでは今、八津田小学校の建て替えの工事を行っております。その関係

を少しお話したいと思います。 

 まず、プールの解体ということで、９月に契約をいたしまして、１０月の末で一応プールの解

体の工事のほうは終了しております。 

 それから、次に、進入路ですね。新しく進入路を移動させて造ります。その関係で１０月に契

約をいたしまして、来月の１２月２５日までの工期で進入路の工事をすることになっております。 

 それから、一番大きな校舎の建設工事でございます。こちらのほうは１０月の末でしたか、臨

時議会のほうで議決も頂きまして、溝江建設株式会社のほうが落札をいたしまして、こちらのほ

うが令和４年１月末までの工期で新校舎の建設にこれから取りかかりますので、いよいよ本格的

な建て替えということに入ってまいります。 

 それから、次に、学校教育課の大きな事業としましては、ギガスクールに関する関係でござい

ます。校舎内の無線の環境の整備ということで、高速通信に耐え得る配線の変更工事が、年内に

一応終わる予定になっております。それで１人１台のタブレット等も３月までには導入する予定

になっておりますので、その辺の環境も整えつつありますので、来年度からは本格的に運用がで

きるものと思っております。 

 先ほど言いましたタブレットの関係でございますが、昨日、臨時議会がございまして、そちら

の契約のほうも議会の承認をもらったところでありますので、正式契約して、３月１日までの納

期で、来年３月１日納期で１人１台のタブレットを導入することとなっておりますので、先ほど

言いましたが４月以降に本格的な運用になろうかと思いますので、一応お知らせしておきます。 

 あと今現在、新年度、来年度の予算要求の段階に来ておりますので、今各学校の要望を聞き取

っている段階でございます。それを集約してまた財政課、副町長の査定を受けて新年度の予算要

求という形になりますので、今その作業を行っているところでございます。 

 学校教育のほうは簡単ですが、現在こういう状況です。続いて古市課長。 

〇社会教育の取組について 

○生涯学習課長（古市 照雄君）  続いて、生涯学習課の取組状況について報告をさせていただき

ます。 

 主に生涯学習課につきましては、今回、今年度コロナの影響がありまして施設等々、年度当初

から閉鎖をしたという状況があります。コロナ禍において、いろいろ職員のほうがどういった形

で今後できるかという課題を設けて、各職員のほうがコロナ終了、コロナ禍において何ができる。

そして、その結果を経て今生涯学習課のほうでは、できるところをやっていこう、できるものは

何かということで、できないものを探すよりできるものを探していこうということで、いろんな

事業を若干ですけど展開をしております。 
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 主な工事につきましても、今回ＬＥＤの改修工事を築城体育館、海洋センター体育館のほうで

現在やっているところです。こちらにつきましては、２０２１年に国のほうでも水銀の製造停止

ということになっておりますので、それに先駆けて体育館のＬＥＤ、そしてこのＬＥＤを行うこ

とによって、消費電力の低下するで納まるであろうということで、また今後グラウンド等々の改

修工事の計画も必要かと考えております。 

 先ほど出ました、できるところをやっていく事業ということで、様々な取組を少しずつですけ

ども展開をしています。 

 まず、ここ最近の事業で言いますと、障害者スポーツの取組です。こちらについては椎田中学

校、そして築城小学校で、障害者スポーツの取組を学校のほうで行っております。 

 １２月以降の今後の取組につきましては、延塚奉行の顕彰・供養祭、そして武道大会等もでき

るところをやるという形で開催をする予定にしております。こちらにつきましても、全国から多

数の参加者が来る予定にはなっておりますけども、来れないという状況もありますので、今回初

の試みとしてリモートでのライブ中継をやる予定にしております。 

 そして、年を明けまして１月の成人式につきましても、こちらも開催をする予定で今計画をし

ているところです。成人者につきましては、参加できますけども、保護者等については、施設の

状況等も考えまして、今回おいでいただく保護者、そして来賓の方についても遠慮いただきまし

て、ただし、リモートでのライブ中継のほうも考えております。 

 生涯学習課としては、今できるところをやるということで、学校教育との連携も今年は力を入

れているところでございます。学校教育のほうで子供たちの支援を生涯学習課として何ができる

かということで、様々な取組、若干ですけども、取組を開始しております。 

 もう一点、オリパラ事業の関係ですけども、オリパラ、あと聖火リレーにつきましては、今年

度中止になっております。来年５月１２日に開催をするということで決まっておりますので、そ

ちらに向けて今事務局のほう、国のほう、県のほうからもいろいろ書類が来ておりまして、そち

らの対応、そして今後の対応をどうするかということで、事務局の中でも協議をしているところ

です。 

 こちらにつきましても、今同様、今までの取組同様できるところはやっていくというところで

やっていく方法で今取組をしているところです。 

 最後の一点ですけど、読書通帳の関係ですけども、今回築上町が読書のシステムを整理してお

ります。これに伴いまして読書通帳を作成しておりまして、先日、各学校のほうに読書通帳を児

童生徒のほうには配布のほう終了しております。こちらのほうで学校のほうが今回、新しく読書

通帳を活用して授業の一環で図書館を利用する。図書館というのを初めて行く子供もいたようで

すし、今後また読書の関係については、生涯学習課としても身近で本を読む環境づくりも必要か
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と考えておりますので、そちらのほうも取組をやっていきたいと考えております。 

 生涯学習課は以上です。 

○学校教育課長（野正 修司君）  ありがとうございます。 

 ただいまの学校教育及び社会教育の取組について、御質問等あればお願いいたします。お願い

します。 

○委員（折本 美佐子君）  野正課長のお話について確認というか質問なんですが、ＧＩＧＡス

クールについて、校舎内の無線工事が行われているということですね。 

○学校教育課長（野正 修司君）  配線の工事ですね。 

○委員（折本 美佐子君）  配線、配線でしたか。 

○学校教育課長（野正 修司君）  それで校舎内のＷｉ─Ｆｉといいますか校舎内で、使えるよう

にすることですね。 

○委員（折本 美佐子君）  これって、１人１台は学校のみで使うということですよね。 

○学校教育課長（野正 修司君）  基本的には学校なんですけども、４月のように一斉休業とか、

もし、もしなれば、そのときには貸出しということも考えなくちゃいけないと思っています。 

○委員（折本 美佐子君）  それは町で話合って決めることなんですか。 

○学校教育課長（野正 修司君）  それはそれで大丈夫です。 

○委員（折本 美佐子君）  大丈夫です。あ、分かりました。 

○学校教育課長（野正 修司君）  ほかにございましたら、お願いします。はい。 

○町長（新川 久三君）  小中連携という形でね、築城中学校、教室当然しとるよね。コロナがあ

って、今年は小学生、中学校に行って教室入ろうと、これは行ってはいないんかな。 

○教育長（久保ひろみ君）  去年も実際やりましたし、そして今年も実は早い時期から入れる予定

だったんですけど、ちょっとコロナで、でも１月にはまたあそこに入れて、小学校６年生を築城、

上城井、下城井を入れてするという。 

○町長（新川 久三君）  これはいいことで、ぜひ実行して、そんな教室を増設しているから。 

○学校教育課長（野正 修司君）  ほかにございましたら、お願いします。よろしいでしょうか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○学校教育課長（野正 修司君）  それでは、続いて、４番、その他ということで意見交換でござ

います。ここからは町長に議長になっていただきまして、築上町教育行政、その他について議論

を、意見交換を行いたいと思いますので、町長お願いします。 

○町長（新川 久三君）  これは議題は、今後の町立小中学校について、これがテーマですね。 

○学校教育課長（野正 修司君）  そうですね、一応資料もありますので、はい。 

○町長（新川 久三君）  じゃ、一応それに基づいて、新しい時代に向けた築上町小中学校の在り
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方についてということで、事務局が案をつくっておるものでございますけれども、これに基づい

てちょっと事務局のほうから説明をしてもらって、教育長から説明を行って、そしてあと議論し

たいと思います。 

○教育長（久保 ひろみ君）  すいません、私のほうで説明させてもらいますが、座って説明させ

ていただきます。 

 まず、これ案と書いています。新しい時代に向けた築上町小中学校の在り方なんですが、これ

はどういう経緯でこれができ上がったかということをちょっとお話をしたいと思います。 

 毎回、教育委員会の定例会議の後で、やはり築上町の小中学校、委員さんたち学校訪問してい

ただいたり、いろんな研究発表会参加してもらったりする中で、いろんな意見を出してもらって

話合いを進めてまいりました。 

 その中でこれ町長からもありましたが、少子化というのは本町だけの問題ではないわけですね、

全国的にそういう傾向にある。本町ももちろんそういう少子化の影響が出てきているということ

も踏まえながら、築上町の小中学校、学校の形として子供たちが学びを進めていくにはどういう

形がいいのかということを、ずっとこの教育委員会で、毎回、毎回、協議を重ねてきました。そ

れはいつも話合いで終わっていましたので、少し今まで我々が話合いをしてきたことをちょっと

紙面にまとめてみようではないかというところで、私のほうで皆さんの御意見をまとめさせても

らったところです。もう読んでいただければあれなんですが、ちょっと概要だけお話しいたしま

す。 

 少子減少の社会ということで、現在本町では小学校８校、中学校２校があって、本当にどの学

校も特色ある学校教育が展開されています。特にコミュニティスクールを取り組んでからは、や

っぱりまた地域の方との一体となった教育ということで、小さい学校は小さい学校、大きい学校

は大きい学校の特色を出した教育活動が行われております。 

 ただ、複式学級等も今後ありますし、そのうち４校は今後完全複式になる見込みというような

ところもデータの中から読み取ることができるようになりました。 

 その中で私たちが統廃合とかそういうことを議論するんじゃなくて、この町の子供たちを健や

かに育てるためには、どんな形で学びをつくっていったらいいのかということで、視点で話して

いくことになりました。 

 それで、やっぱり新しい時代、私たちは１０年後、２０年後、予測ができないような社会がや

ってくる、そのときにやっぱり子供たちが主体的に物事を考えて、自分の頭で判断して行動でき

る、そんな子供たちを育てていかないといけない。 

 そのためには、今ある築上町の教育の財産を生かしながら、小中が連携しながら一貫教育とい

うのが平成２８年から法的にも制度化されておりますので、そういうものをして考えながら、新
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しい学校の在り方というのを皆さんの意見を頂きながらまとめてきたものが、この新しい時代に

向けた築上町小中学校の在り方です。 

 特にこの中身を協議してもらうというよりは、これをあくまで教育委員会の私どもが出したた

たき台ということで、今後また町のほうで変更等が始まるときのたたき台の参考資料として使っ

ていただければということで、まとめたところでございます。 

 大きな学校の在り方としては、小中一貫で義務教育９年間を継続した学び、先ほど町長もおっ

しゃられましたけど、築城中学校は設備もいいですし、教室も多く造っていただいております。

そういうところに６年生、５年生が入って勉強することに、それだけでも小中連携が進むわけな

んですね。そういうところを町として大きく仕組みをつくっていくことが大事じゃないかなとい

うふうなことで、提案をさせてもらっています。 

 委員さんの中からはいろんな意見が出て、小中一貫校、施設が一緒のところもあるだろうし、

分かれたところもあるよねとか、小規模の特認校として残すところは必要やないですかとか、校

区を自由選択制にしてはどうでしょうかねとか、やはりそのためにはスクールバスとか安全な、

安心安全な登下校をしていかないといけないねというようなところからイメージ図、これはあく

までイメージ図なんですけれども、椎田中学校のバージョン。築城中学校のバージョンというよ

うなことも想定しながら考えたところです。 

 あくまで社会の変化に対応できる力を育む学校教育をつくっていかなければならないというこ

とで、個別にはＩＣＴの活用とかいろいろなことも入れましたけど、細かいところよりも今後ど

うしたらいいか考える、学んでいく必要があるんじゃないかというのが、教育委員会としての考

えでございますので、もう本当に今日は議員さん来られていますので、学校見た様子とか率直な

ところを意見を出しながら、これはあくまでたたき台というか、そういう形でつくっております

ので、町長もこれを見ていただいて、これは現実的ではないとか、これはちょっとというものあ

るかと思いますので、これは一つの第一歩ということで、こちらのほうから出させていただいて

おりますので、これを中心にまた御意見を頂ければ、今後も教育委員会のほうでまた協議を進め

ていけるのではないかなと思って、ちょっと提案をさせてもらったところです。 

○町長（新川 久三君） 今、教育長のほうから在り方についての説明がありましたが、何か質問

があればしてもらって。私が最後に発言したいと思います。 

○教育長（久保ひろみ君）  加えて、委員さんたちがこれをつくるまでにいろんな御意見を出して

いただいていますので。 

○町長（新川 久三君）  これ委員さんからもらっているんじゃない。 

○教育長（久保ひろみ君）  はい。ちょっとまた委員さんたちのほうから。 

○町長（新川 久三君）  ちょっと一言ずつ、お願いしたいと思います。 
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○委員（折本 美佐子君）  その前にどうしても今日、都合がつかずに本当は、中村委員はちょっ

と病気ということで、麥田委員はどうしても都合がつかずにとても残念だというふうにおっしゃ

っていました。代わりに私が意見させていただきます。 

 私は自分の子育てをしたときに、築上町にお世話になったんですね。もう下の子が２６になり

まして、そのときから、うちの子は下城井でお世話になりました。そのときでも人数はもう既に

少なかったんですが、あの時代でも私は親として統合というか、してほしいなと思っていたんで

すね。 

 なぜかと言うと、幼稚園は行橋のほうに行っていたんで結構マンモスなところでやって、もま

れてきたところが、わっと下城井に学校移したときに、学校になったときに、何か学べる環境と

いうのかな、もまれて切磋琢磨して伸び合うというところが、ぐっと失われた感じを保護者とし

て受けたんですね。でも、やっぱり慣れてしまうと、少人数は少人数のよさをもちろん分かった

し、大事に築上町に育ててもらったことはすごく感謝しています。でも、あの当時でも、やっぱ

りもっと切磋琢磨できる環境があったほうがいいと私は思っておりました。 

 それから、月日が流れ、そういった御縁があって今教育委員させていただいているんですけど、

あれから比べても児童がすごく減っていまして、私教育委員になって３年目なんですが、学校の

様子を３年目すごく思うところがありまして、小規模校、少人数のよさは確かにあるんだけれど

も、逆にチャンスを失っているところもあると感じました。 

 築上町は、ほかの町、市や町に比べるとすごく手厚いということをよく耳にしますし、私も現

場に行って分かることなんですけれども。逆に複式をなるべく解消するために、先生に来てもら

って、そして今日、偶然、上城井小学校に学校訪問行ったんですけど、マンツーマンだったんで

すよね。複式解消に指定の授業だったので、校舎で見せてもらいましたけど、それはいい面もあ

るけれども、デメリットもあるというか何か平等ではないというのを、町の大人数の中でもまれ

て授業やっている人と、マンツーマンで受けれる人と、何かちょっとこれは平等ではないという

のは少し思いました。 

 それとあと発言とか小規模校も行ったんですけれども、たまたま今年だと思うんですが、学校

のほうからもやっぱり対話面が苦手であるということを、なぜか今年はよく耳にしました。 

 そういう授業見る中でも、少人数だとちっちゃい、クラスの中で３人とかの先生だと、ちっち

ゃい声でも事が終わっちゃうんですね。そうすると、子供も小さい声で発言したら先生もそれで

分かるし、自己アピールの機会というのがすごく少ないなというのを今年は特に感じました。 

 だから、何か少人数のよさを私たち分かっているけれども、これを続けていくことはチャンス

とか子供たちの可能性、自己アピールしていく中で、要はそういう可能性を探るのに、少人数と

いうのはもしかしてチャンスを奪っているかもしれないというのを今年は特に感じたところです。
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なので、私は、個人的には昔と変わらず統合していってというふうな思いが、今も強くよくあり

ます。 

 それとあと、やっぱりいつも教育会議では話題になるんですけれども、先生方の指導力という

のを切磋琢磨し、今年はすごく力を入れています。先生同士の研究発表とか、自分の授業を振り

返るとか、そういうこともしているんですけれども。なんせ、その力を発揮するためにも、もっ

とぐっと築上町ぐっと学校統合して、ぎゅっとやったほうが私は効率もいいような気がしました。

子供たちのためにも統合してほしい、するべきと思っております。 

 今は一応ここまでです。 

○町長（新川 久三君）  はい。他からは何か。 

○委員（茅田 香君）  そうですね、私の子供たち、葛城保育園、葛城小学校にお世話になって、

小規模校で、保護者側としてはやはり葛城小学校のちっちゃいところから椎田中学校に、あとも

う行きとうない、すごい保護者の方、皆さん御心配で、大きいところへ行くとどうなるかと思っ

ていたんですけど、子供は子供なりに中学校では、特にまた椎田のお友達とかいろいろできて、

意外と子供たちは子供たちなりになじんでいっているというのがあって、小さいところは３クラ

スで、かなりすごい子供たちを、みんなで地域ぐるみで子供たちを育てているという感じの保護

者同士の仲がいいというか、それで中学校行ったときに心配なところもあったんですが。こうや

って葛城小学校も５０人という、どこも人数が少なくなっている中で、こういう提案というのは

すごいすばらしいなと思います。 

 今、小中一貫教育、築上町は高校も、築上西高校もあって、すばらしい築上町だと思うんです

よね。それで小中一貫で、また高校につながっていけば大変いいかなという（   ）実績が少

ないなという印象がありましたので、そのような経緯があるという。また、将来（   ）小中

一貫という提案すばらしいなと思っています。 

 葛城小学校に通っていたときは、あまり葛城小と小原と西角田が合体するんじゃないかとか、

保護者会の中でいろんな不安がよぎって、あ、どうなるんやろうかね、どうなるんやろうかねと

いう感じで保護者の中では話が出たりもしました。 

 今、交流がだいしょ、小規模校は小規模校で交流があっているので、西角田の友達がいたりと

かそういう交流があるので、割と、いいかなと思います。お願いします。 

○町長（新川 久三君）  麥田さんみえていないです。 

○教育長（久保 ひろみ君）  そうです。今日あれです、金唐のワークショップで、すみません。 

○町長（新川 久三君）  日にちが取れないと。 

○教育長（久保 ひろみ君）  博多に行かれておるので、大事なことで気になっていましたが。 

○町長（新川 久三君）  ２人の意見として聞きましたけどね。基本的にはすばらしい一つ案だな



- 10 - 

と思うんですけれども、これがやはり地域にどのような形で、この説明ができるのかという形で、

地域の皆さんが納得してもらえれば、これはこれでちゃんと実行したほうがいいんじゃないかな

と私は思いますけれどね。 

 昨日は葛城小学校で人権講演会があって、私ずっと最初から最後まで昨日は、なかなかすばら

しい、子供たちも熱心に聞いてあったんが、やっぱり講演が上手だった。もうあんまり人権とい

う形じゃなくて、アメリカと日本の違いとか英語と日本語の違い、そして和製英語、僕ら和製英

語なんか舶来英語なんか分からないんですね、実際はね。そうしたら、アメリカに行って和製英

語は通じないよとか、そういういろんなコメントで。 

 違いがいろいろあるけれども、やっぱり人もいろんな違いがある。最後にまとめたのが、それ

を理解して、お互いが仲よくしましょうということがあったもの、昨日の講演だったんです。み

んな真剣に聞いて、５０何人かね、葛城。 

○教育長（久保 ひろみ君）  葛城は４５人。 

○町長（新川 久三君）  ４５人か、４５人やったね。４５人の全校生徒で、本当に１年生から

６年生まで本当によく聞いていたけれども。今日は僕が椎田小学校に歴史の勉強ということで、

中津街道の話をしてくださいということで中津街道のお話ししたんですけれど。 

 築上町で一応代表される方々で皆さん覚えていただきたいということで、本庄の大楠を植えた

景行天皇さんの話と、それから次が菅原道真公が椎田の海岸に漂着して（   ）いただいたよ

という話をしたんですけれど。３番目が、宇都宮氏館跡の話です。それから４番目が延塚卯右衛

門さんの話で、これは絶対彼がいなかったら僕ら、皆さん生きていなかった、子孫としていなか

ったんじゃないかとそんな話をして。それから５番目がもう１人、征矢野半弥さんという赤幡に

住んでいた人がおるんだけど、この人は八幡製鉄所の誘致に奮闘した方で、日日新聞ということ

で現在の西日本新聞の創始者であると。この５人は皆さん、ちゃんと頭に入れちょってほしいね

という話をして。 

 あと中津街道で宿場の話をしたり、それから特に築上町での主なポイント、ポイントの。特に

伸びた分野の脈絡、こういう話いろいろ全部して、商店街の集まりとか、子供やっぱり聞いてく

れ、ちょっと難しいか、新聞記者もちょっと難しかったということだけど、でも朝に比べればと、

それでも聞いていただいたということで。 

 その中で非常に生徒の数が少なくなって、来年、今まで２組でやるのが１組になるという話を

何年生か、３組あるということで。それから保護者の負担も激しい、実際ね。だから、そういう

形を取れば、八津田小学校は建て替えているけれども、次、椎田中学校を建て替える話だったか

ら、基本はここにもあるような形で皆さんから了解取れれば、それもちょっとコンセンサスを取

りながら話をして、地域の皆さん、それから学校運営委員会とかこういう話等々、それから自治
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会の皆さんからいろんな話を聞きながら、小中一貫の話もあるし、そこのとこで皆さんがいいで

しょうという話になれば。 

 それがなければ、ちょっと今までの方針というのは、（  ）財政が弱い、建て替えるとき。

あとは模様替えをしようという考え方が違うかもしらんけれども、もしよければ、椎田中学校の

中にここの案にあるようなね、いろいろ考え方もいいかなという方針もあるので、これは地域の

皆さんで納得していただければ、こういう方向でやってもいいかなと思っておる。 

 特にやっぱり地域の皆さんがオーケー、それがやっぱり今まで僕も一応こういうときは、

１０人未満になるまでは、学校は一切扱いませんということで、来年小原が１０人未満になる予

定ですので、小原地区の皆さんには１０人未満になったんでという話を切り出しますということ

は、もう２０年前から話をずっとやってきたんで、１０人下るまで一切話をしませんということ

にしたんで、この一応案の中であるような話をしながら、どうしましょうかねという、まず小原

のほうからやっていかないかんかなと思っておる。あとは西角田と葛城の皆さん、どうするかと

いう話もやっていかなきゃいかん。 

 そして椎田地区の皆さんは、小中一貫について必要というか。八津田は今建て替えているから

そのままという考え方でいったらいいかなという、なかなかいい必要案を、協議をつくってくれ

ておるし、そういう方向性で皆さん議論を今から…… 

○教育長（久保ひろみ君）  議論はしていただきたい。やっぱり小原小は、今は１０人下っていま

せんからね。しかし私は常に令和３年度からその部分を協議するために教育委員会として、今ま

でずっと教育委員会の委員さんたちと協議してきたことを一つの形としてまとめてきており、こ

れから深めていただけたらなというところで作成していますので、どうぞその辺をご理解下さい。 

○町長（新川 久三君）  後は地域の皆さんとどのような形で話をしていくのかというのも大事と

思うんです。特に学校運営委員会、それから自治会の皆さんの代表者に皆が話して、そういうふ

うに思うですね。一応聞きながら、まとめていくちゅう方向がいいんじゃないかなと思っており

ますので。 

 本当に少子化という形で、すごいですね、これもう。平成１８年、合併したときになっている

んですね。 

○教育長（久保 ひろみ君）  ３ページ目です。 

○町長（新川 久三君）  ３ページ目か。ねえ。すごいですね。小学校だけで１,０００人超えて

いるんですね。それが８４４人ですけどね、令和２年度にね。ということで、相当やっぱり人口

の変動は激しいんだけど、人口は合併したときが２万１,６００だったんですね、合併したとき

は。今１万７,０００になったということで４,０００人減っていると。それに比べれば、子供の

減りは１,０００から８００、だから２００人ぐらいの減りなんですね。人口が減るよりは率は
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多分いいんだろうと、少ない、減りの率は。しかし減っていることは間違いない。 

 とにかく子供が生まれないというのが非常に、結婚しないと、たくさんおるし。今そこのとこ

ろがどういうふうな影響になるかということで、できるだけ子育て支援という。この前、チャレ

ンド・ファーストということで、県下の女性の委員の集まりがあって、そこで田辺市長が講演を

しておったけれども、築上町も負けていないと思う、実際。子供の命を守るというふうな考え方

の中で、いろんな施策をやっていっておるし、それはそれで充実した子供の子育て環境を育てて

いくというふうなことで、再度私は当然考えてもいいんじゃないかと思うしね。そこのとこで、

総合計画の中で子供の命を守るというふうな、これを根底におきながら、行政のシステムの取組

であるんで、それが教育が一番大事だと考えておりますんで、そこは皆さんの意見を聞きながら

やっていこうと思っています。 

○委員（折本 美佐子君）  滅多に機会がないので、思っていることを全部あれなんですけど。

１回目の会議のときに、ちらっと私が発言したと思うんですが、やっぱりコロナで仕事の形態が

変わってきて、都会の東京とか大阪の人が田舎に、田舎でも仕事がリモートできるということな

んで、もしこの案が、案ですけれども、小中一貫校というのが目指せて実現できるようなことに

なれば、それが一つのまちおこしじゃないけれども、築上町はこういうことをやっているんだと

いうのを、町としてはいいほうにもつながると思うんですね。 

 それこそ、ちっちゃな町にインター３つあるし、北九州空港も３０分もあれば行けますし、何

かインターがあるメリット、土地もいっぱいあるし、何かそれを子供たちのためにあり、さらに

中高一貫校つくることが町の方針にもつながり、都会の人が築上町に仕事が増えるとか可能性を

秘めて、この企画はいいんじゃないかなと感じます。 

 そういうことがあれば、実際自分の子供は今、外には出ているんですけど、もう自分の子供は

大きくなりましたけど、孫とか持ったときに、皆さん同じだと思うんですけど、あ、うちの町が

こんなに変わってよくなってきたら、孫たちがここで暮らしやすくなるかもしれないとか、町民

自体の考え方も少しは変わってくるような気もします。 

 なので、教育だけの交流だけじゃなくて、まちおこしの一つにもなりそうな期待もあります。

そんな感じです。 

○町長（新川 久三君）  町の政策もね、人を増やそうとしてもなかなか増えないというのはね。 

○委員（折本 美佐子君）  そうですね。 

○町長（新川 久三君）  しかし、この新型コロナのコロナ禍の中で、皆さんの考えが田園回帰と

いう考え方が少し芽生えてきておるし、それの受け皿づくりをやっぱりちゃんとやらなきゃいか

んかと。 

 例えば漁業を（シュコウ）すると漁業のほうにちょっとお願いして、いつでも自由参加できる
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よとか、農業も一応これ都会から来た人に農地を貸し出します、そして買う方はどんどん買って

くださいという、そういう一つの案づくりをやっていかなきゃ、ちゃんとした形で。今まで企業

誘致やっているけど、なかなか企業も来るもんじゃない。しかしコロナは、この企業こっち来て

もいいよと出るかも分からんけどね。東京にいなくても仕事ができるんだと、それがこのコロナ

禍の中で、皆さんちょっと経験できたんじゃないかなと思うので、土地の安い地域への新築とい

うのが一つできてくれればありがたいかな。 

 もう誰もかれもが東京一極集中だったのが、これは地方分散という一つのきっかけになればね。

僕らが子供のときには、（  ）の子供以上に育ちが徹底しとったんですけども、いつの間にか

一極集中。九州でも福岡でも福岡一極集中という、この辺でも行橋が一極集中という形になって

きておるというのが、どうしても中心がどっかあって、それを取り巻く周囲があるというような

形になって。周囲のほうはどうしても寂れていくという状況と聞いておる。 

 これは逆の発想でね、一応何とか業種のほうが流入するようなものをつくっていければいいん

じゃないかなと思っているんで、それはそれで総務課長、ちゃんと頑張りますので。そういうこ

とです。 

 あと何かいいですか。 

○教育長（久保ひろみ君）  先ほどの、これについてはこれから検討させていただくということで、

町長のほうから、いわゆる子供たちが校区を見守る、校区の安全点検をしていくということを御

紹介いただいて、教育委員会、校長会の中で紹介させていただきました。これまで非常に子供た

ちが、ずっと校区を知る、地元を知るという、そのこともあるし、子供目線で危ないところを見

ていくというようなところなので、またそういうものもコミュニティスクール、学校運営協議会

の方と連携しながら一緒に通学路回るとかいうようなこともできるのかなということで、ちょっ

と町長のほうからそういうお話を今いただいて、ちょっと興味を持った学校運営協議会の会長さ

んがおられまして、私もいろいろ聞かれているところなので、ちょっとその辺をまたつめまして、

決めていこうとは思っていますけど。 

 詳しくは資料が今、小林先生あれ、調べてくれてて。 

○町長（新川 久三君）  この前、創生会議で、教育長…… 

○教育長（久保ひろみ君）  はいはい、それを全部コピーして。 

○町長（新川 久三君）  漫画の本が出て。 

○教育長（久保ひろみ君）  あ、そうですか。 

○町長（新川 久三君）  これちょっと今日持ってくるの忘れた。 

○教育長（久保ひろみ君）  あ、いいです。今度また見せてください。 

○町長（新川 久三君）  それを全国に配ろうという何か創生会議の委員会で、その何か趣意書を
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賛同してくれるという形で、ちょっとそのまま、今日忘れてきたけど、子供たちに全部１冊ずつ

配ろうと。そういう漫画の本ができておるので、これをぜひ配布してくれということで、送ろう

と思うんですけど。両方、次の教育委員会で代弁してください。 

○教育長（久保ひろみ君）  実際には子供は入らないんですけど、今度は１２月１５日ですよね、

課長。校区の安全点検。警察とそれから県土事務所と。 

○学校教育課長（野正 修司君）  そうですね、道路管理者が。 

○教育長（久保ひろみ君）  全部集まってしてもらって。それはそれとしてやるんですけども、子

供目線でという協議だったんですね。 

○町長（新川 久三君）  建設課長も入るん。 

○学校教育課長（野正 修司君）  建設課長も入ります。 

○町長（新川 久三君）  入るん。それを早く聞いて。 

○教育長（久保ひろみ君） すいません、それを…… 

○町長（新川 久三君）  いいやいいや、それも。 

○学校教育課長（野正 修司君）  前からこれやっています。 

○町長（新川 久三君）  そういうことどんどんやってもらわないと、いいわで。やってもらわん

と。 

○教育長（久保ひろみ君）  すいません。 

○町長（新川 久三君）  そういうことでいいですね。 

 じゃ、何かほかにその他ありますか。 

○委員（折本 美佐子君）  すいません、思ったことというか、イメージというか、去年、おとと

しだったと思うんですけど、女性教育委員の会が５月にあって、それが開催になったんですけど、

それで私研修で行かせていただいたのが春日町だったんですけれども。 

 そこで市長と役場の課長、市の課長さんずらっとと市長と教育長とか一緒の中で、中学生たち

が、市内の中学校がそこで質問を市長に投げかけたんですよ。それは経緯をずっと後の会で聞い

たんですけど、すばらしかったんですね、子供たちの活躍ぶり。それと、本当課長さんたちが真

面目に答えてくれているところは、もう本当にすごいなと思って、築上町もできそうな感じが。 

○町長（新川 久三君）  それもいいですよ、学校がいいなら。 

○委員（折本 美佐子君）  何か、そういうような場合と。私がなぜそう思ったかと思うと、自分

が子供だったとき全然町のこととかもう無関心だったし、行政とかも分からないし、明らかに春

日の子供さんたち見たときに私たちはすごいと思って、こういうことが可能なら、ぜひ築上町で

も何かちょっと聞きたい。 

○町長（新川 久三君）  そうですね。それはぜひこういうふうにやりたいという形になると、そ
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ういうふうにしたいところだと思います。 

○委員（折本 美佐子君）  今日、町長が講師として現地の学校でお話されたというのを聞いて、

ふと思い出し、すいません。 

○教育長（久保ひろみ君）  今、先ほど生涯学習と学校教育の件とか地域との連携という中で、私

も次のあれとしては、例えば後ろに議員さんおられますけど、子ども議会とかですね、何かそう

いうものも社会科の学習と関連させてとか、模擬投票、生徒会の投票をそういうのにするとかい

うところで、やっぱり社会とつながったような教育活動を行っていきたいので、またこの勉強の

ときには、例えば総務課、実際には総務課の方には椎田小学校が防災──何でしたっけ。 

○総務課長（元島 信一君）  防災教育。 

○教育長（久保ひろみ君）  防災教育の講師で総務課の方に来てもらうとか、何かいろんなことを

していますので、子供たちが地元、町のことを知るというのすごく大事なので、教育の年間指導

計画の中にきちっと位置づけながら、やっぱり子供たちに歴史もそうだし。 

○町長（新川 久三君）  観光教育でね、産業課の課長がいつも築上町の液肥の利用見たいと。そ

れから循環型農業の取組を。最近ちょっとコロナが出て、どちらにしたのか。 

○教育長（久保ひろみ君）  ついこの間、何か。 

○町長（新川 久三君）  したの。 

○教育長（久保ひろみ君）  西角田の子供たちが、でも。 

○学校教育課長（野正 修司君）  どうでしょう、ちょっと。 

○町長（新川 久三君）  それも一つの（  ）一応再開したほうがいいと思うし。 

○町長（新川 久三君）  そういうとにかく築上町のこと何でも知ってもらうちゅうのは一番いい

かと思うし、そして誇れる面、そして子供たちがよそに行ってでも、自分の町こうだよと胸を張

って言えるのは町に持ってもらいたいと思うしね。 

 子ども議会も今度は議場も新しくなるので、もしやるんならお願いします。この２人議員がお

って。今度は議員さんに御一緒してもらわんにゃいかん。逆に子ども議会のほう。もしやるなら

議場借りてやりましょうと、はい。 

○委員（折本 美佐子君）  お願いします。あ、議場で。 

○町長（新川 久三君）  あ、議場で。それをお願い、議場で議会の感じにはなるんですね、議長

に申し出て了解してほしいと。 

○委員（折本 美佐子君）  そういう体験を子供たちがしたら、面白いですね。伸びるというか。 

○町長（新川 久三君）  全ての子供ができないからね、代表になるけども。 

○町長（新川 久三君） そうですね。 

○委員（折本 美佐子君）  私が計画したのは、まず各学校で上がってきた議案を生徒会なり代表
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者が持ち寄ってということですか。 

○町長（新川 久三君）  全てがそういう議論になってくるような形で、交代交代でできれば一番

いいんだけど、なかなかそうはいかんしね。 

○委員（折本 美佐子君）  そうですね。 

○町長（新川 久三君）  そこのところをまた、教育長、学校のほうで集約してやるという話にな

るかという。 

 じゃ、そういうことで一応、僕の司会を終わっていいですか。 

○学校教育課長（野正 修司君）  もう、なければ。 

○町長（新川 久三君）  はい、お疲れさま。 

○学校教育課長（野正 修司君）  ありがとうございます。 

 それでは、いろいろ意見が出て、活発な意見交換できたと思います。 

 次回また２月ぐらいということでよろしゅうございましょうか。何か年間３回ということを以

前言われて、２月の予定でいいですかね。 

○町長（新川 久三君）  お任せします。 

○学校教育課長（野正 修司君）  それじゃ、また調整してお願いいたします。 

 では、以上をもちまして、令和２年度第２回築上町総合教育会議を閉会いたします。ありがと

うございました。 

午後３時５２分閉会 

────────────────────────────── 


